
日立評論 VOL.引 No.3(1979-3)233

紙パルプ廃水処丘里装置

紙パルプ廃水の処理には,凝集沈殿

法,標準卓舌件汚ブ尼法などが広く適用さ

れてきている｡日立プラント建設株式

会社では,これらの装置の納入実績を

数多くもっているが,このたび超深層

ばっ気方式であるディープシャフトプ

ロセスによる処理の適用技術の開発を

完了した｡

1.プロセスの概要

ディープシャフトプロセスは,直径

1～6m,深さ50～150mの深井戸を掘

l),これをばっ気槽とするもので,水

圧を利用して酸素移動速度を高め,廃

水中の有機物の高速処理を可能にした

ものである｡

2.フローシート

図1に示すように,廃水は下降部と

上昇部とに分離されたシャフトの上端

から入る｡

処理用空気は下降部の中に噴射され

るが,その噴射は廃水と汚泥との手昆合

液が秒速1～2mの速度で循環するよう
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に,シャフトの中間部から行なわれる｡

i昆合液の下降速度は,気i包の上昇速度

より速いため,気泡はi昆合液とともに

シャフトの底部に運ばれる｡シャフト

の上昇部では,同国の圧力が下がるに

つれて気泡の量は増大するが,解放槽

から大気中に放出される｡

循環i昆合液は再度シャフトを下降す

る｡処理†斉みの混合液は脱気塔で脱ガ

スしたのち沈殿池で固液分離される｡
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プロセスフローシート

3.主な特長

(1)設置面積が大幅に削i成できる(従

来法の約÷)｡

(2)負荷変動に強い｡

(3)酸素利用効率が高く,ランニング

コストが安い｡

(4)余剰汚泥発生量が少ない｡

なお,このプロセスの某礎技術は､英

国ICI社から技術導入したものである｡

(日立プラント建設株式会社)

製紙汚泥大形流動層式脱水･焼却システム

興亜工業株式会社納めのこのシステ

ムは,製紙工程から排Hiされる各種汚

i尼を脱水し､焼却処理する国内‾最大

級の200t/d脱水焼却システムである

(図1)｡

1.システムの概要

(1)脱水工程

製紙工程から排出される各種廃水処

理汚泥に,高分子i疑集剤を添加しフロ

ックを生成させ,次にシックナで予備

i農縮された汚泥に,製紙工程から黒液

回収の副産物として排出されたカーボ

ン汚ラ尼を混合し,75%以下の脱水ケー

キを作る｡

(2)焼却工程

汚ブ尼定量供給機で炉内径 5.2Inの大

規模な流動層式焼却炉へ投入された脱

水ケーキは,空気予熱器で熟回収した

高i且空気により均等に媒体が流動化さ

れ,約8000cで数分間の内に焼却し臭

気成分の燃焼分解も行なわれる｡

なお,ダストは電気集塵機で補集さ

れ,0,05g/N･m3以下となる｡

2.システムの特長

このシステムの主な特長を次に述べる｡

(1)単に焼却工程だけにとどまらず,

汚泥処理を｢脱水工程から最終処分ま

で+総合的な見地からとらえたトータ

ルシステムである｡

(2)高分子?疑集剤を使用した汚泥とカ

ーボン汚i尼とを使用しているため,脱

水ケーキの剥離性が良く しかも音戸過速

図l 興亜工業株式会社納め200t/d脱水

焼却システム(国内最大級)

度を大幅に増大させている｡

(3)流動媒体に特殊な成分粒子を使用

し,媒体のi容融固着というクリンカト

ラブルをド方止している｡

製紙汚音尼中にはナトリウム化合物

(Na)が含有されているため,通常一般

に用いられている流動媒体である川砂

(SiO2)などではNaと反応し,媒体は

i容融固着して粒子のi充動化が阻害され

焼却不可能となる｡

3.主要機器仕様

主要機器の仕様を表1に示す｡

表l 主要機器仕様

No. 機器名称 仕 様

l

脱
水

脱 水 機

2台(国内最大級)

全自動圧搾付フィルタプレス

磯
系

□l.5mX80宝×3川m2/台

統 シ ッ ク ナ ロータリ形 20m2/台×4台

2.
流動層炉

l基

焼

却

系

統

直径5.2mX5.6mX高さ8m

空気予熱署旨 伝熱面積二408m2

電気集塵ヰ幾 乾式

(日立製作所 機′在事業本部)
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P20C濁水処理装置

近年,ダム建設はますます盛んであ

り,これに伴い発生する濁水の処理は

環境保全上必須条件である｡P20C濁

水処理装置(図l)はダム用骨材を製造

する砕石プラントの排水と,

コンクリート養生･洗浄水,

プラント洗浄水などを対象と

200m3/hの処理能力がある｡

ダムj是体

バッチャ

し,水量

i喜

区II P20C濁水処理装置

1.主な特長

(1)凝集沈殿装置,脱水機,薬品注入

装置,pH調整装置などを数ユニットに

まとめて工場生産し,現地組立を行な

うので,移送,据付が非常に簡単であり,

かつ設置面積も∴階建のため従来形の

÷であー),土木現場用に最適である｡

訟､顔〃最小嘗.

妻謝′
紳 瀦墜

(2)凝集沈殿装置は,横流形で凝集捏

枠槽,フロック成長槽,傾斜板などの

効果により,低濃度から高膿度まで優

れた浄化性能をもっている｡

(3)脱水機はベルトプレス式で連続式

であり,小形で能率良く処理量が大きい｡

(4)運転は中央制御盤で行なわれ,操

作は答易で自動運転も可能である｡

(5)放流のためのpH調整は,安全性の

高い炭酸ガス中和方式である｡

2.主な仕様

主な仕様例を表1に示す｡

表l 主な仕様(一例)

項 目 イ土 様

処理能力 200m3/h

原水水質 SS:36′DOOppm pH:ll

処玉里水水質 SS:柑Oppm pH:6～8

脱水ケーキ

含水率
45%以下

設置面積 6.5mX16m

電動機総出力 92kW

総 重 量 50t

(日立建機株式会社)
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マイクロコンピュータ応用の最近の動向

マイクロコンピュータの電力事業/＼の応用

産業･交通･エレベーター部門におけるマイクロコンピュータ応用の動向

寝業用マイクロコントローラ及びそのソフトウエア
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